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数解研研究集会序文

研究集会「プログラム変換と記号数式処理」は、 次の目的で開催された : 安全で使い易いソ
フトウェアを迅速に開発するために、プログラム変換、記号処理あるいは数式処理を利用する方
法、理論、 実施例と効果等について討論する。会期は、1999年 11月 29日 \sim 12月 1日の 3日間
で、第 1日目は講演、質疑応答共に英語で行われ、他の 2日間は日本語で行われた。参加者は約
50名であった。本講究録は、その際に発表された 16件の研究論文を収録したものである。研究
集会ではここには収録されていない下記 4件の招待講演が行われた :

1. Richard Fateman (University of California Berkeley): “Generation and Optimization of
Numerical Programs by Symbolic Mathematical Methods”

2. Robert Glueck (Copenhagen University): “Partial Evaluation and Program Transforma-
tion”

3. Naoki Yonezaki (Tokyo Institute of Technology): “On the Realizability of Reactive System-
View from Temporal Proof System”

4. Aart Middeldorp (University of Tsukuba): “ Termination of Rewriting”

研究集会のプログラムは、次の 5名からなるプログラム委員会により立案された :
二村良彦 (早大), 井田哲雄 (筑波大), 中島玲二 (京大),
佐々木建昭 (筑波大), 米澤明憲 (東大) . (ABC 順)

さらに、集会における討議を活発化するために次の 8名の方々には座長をお願いした :
赤間清 (北大), 藤波順久 (ソニー (株)), 二村良彦 (早大),
Zhenjiang Hu (東大), 中島玲二 (京大), 高野明彦 (日立中研),
米崎直樹 (東工大), 湯浅能史 (早大). (ABC 順)

各研究発表は質疑の時間と合わせて 1時間を確保した。計算機科学における 3つの分野の研究者
が他分野における問題および成果をじっくりと議論できる良い機会となったと我々は感じている。

研究代表者 二村良彦 (早稲田大学理工学部)
研究副代表者 湯浅能史 (早稲田大学理工総研)
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